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的
並
に
肉
體
的
な
活
動
で
.あ
っ
て
、
勞
働
力
は
_

的
並
に
精
神
的
ニ
ネ
ル
ギ
1
Q
.
支

出

に

於

い

て

發

輝

せ

ら 

れ

る

；：

°

そ
し
て
人
問
の
I

力
支
出
I

理
化
す
る
こ
と
は
勞
働
唐
力
を
增
大
せ
し
め
る
所
以
で
あ
っ
て
、
私
は
此
處
に
明
か
に
技 

術
の
存
在
を
認
め
な
け
れ
ば
I

ぬ
と
考
へ
る
。
即
ち
、
例
へ
ば
、
勞
働
方
法
の

I
化

、

勞

働

ヵ

配

置

の

合

理

化

の

如

き

.

或

は

ま 

.

1

働
方
法
に
關
す
る
敎
育
の
如
き
が
こ
れ
で
.あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
2

は
ま
養
纖
の

.物
的
な手
段
を
用

容
爱
け
ら
れ
る
が
、
常
に
必
ず
し
も
物
的
擧
段
を
翁
と
す
る
も
の
で
は
な
く
感
っ
.て
此
^
^

っ
て
物
的
な
蓄
で
は
な
く
て
方
法
が
道
要
な
も
の

.
と
し
て
現
は
れ
る
。
か
く
て
勞
働
ヵ
支
出
の
方
法
蠢
を
合
理
化
す
る

こ

と

に 

依
っ
て
勞
働
墓
力
の
增
大
に
役
立
っ
方
法
を
人
的
技
術
と
稱
し
で
い

A

O

藍
し
人
的
技
術
は
勞
働
過
程

H

於
け
る
人
的
雲
に
關 

t

すK

か
ら
で
本
るf
§

そ
し
て
こQ

人
：^
技
術
に
對
し
て
、
勞
働
—

段
中H

具
體
化
さ
れ.て
赞
勞
働
生
產
ヵ
增
大
の
方
法
は
、 

こ
れ̂

物
的
技
術
と.1
,
:て
適
當
に
區
別
さ
れ
.得
み
で
，あ
ら.ぅ
0 

,
,

註111 ..「

此
處
S

1

4
人
的
技
術
は
：、
例

§

ル
の
5

個
人
纏
術
、知
的
技
術
I

ち
に
混
合
.

I
ベ
I

の
で
は
な
いc

f
d

.
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に
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ッ

グ

エ
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卜
.五
ケ
.年
計
攝
を
そ
の
技
術
，

四
四
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C

H
四
四)

:

と
し
J

I

れ
I

I

術
な
I

泰

賞

I

場
f

 

t

が
、
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I

鋳

I
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f

 

f

 

f
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1

ら
f
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人
 

i

f

 變

I

 
大
し 
I

■物
的
技
f

人
的
技
術
と
は
共
1

震
の
過
程
に
於
い
て
は
裏
 

で
ぁ
る
が
、

後
に
は
I

s

的

谨

為

關

聯

せ

し

め

ら

れ

る

や

ぅ

昼

。一
そ
し
て
..i

f

科

貢

|

ま
た
反
i

f

 1

0

、
と
i

■

■

て
I

が
、
何

れ

に

し

て

馨
 

.
 

け
ら
れ
る
と
i

l

に
於
.い
て
初
期
の
技
術
と
は
異|

。
か
く
て
今
日
技
術i

薦

係

を

持

つ

技

術_

 

r

l

を
基
礎
と
.す
る
i

と
し
て
、
他

方

に

於

い

て

は

心

理

學

皇

着i

_

と

す

る

精

神

と

勞

證

理
f

し
て
、

.

物
的
技
_

と
人
的
|

と
は
勞
働
坐
產
ヵ
ル
增
大
に
對
し
て
最
も
膨
要
な
役
割
を
演
ず
る
も
の
で
|

が
、
し
か
し
奮
生
産
力
の 

l

i

つ
もQ

が
、
總
て
技
術
で
t

 

Q
で
は
な
い
。
最
I

常
S

解

む

寡

力

の

：大

小

釔

笋

f

 

w

t

f

 

I

れ

ー

ま

芝

ク

ス

力

I

I

事
情
、な
か
ん
づ
く
勞
i

l

平
均
程

度

.

I

及
び
そ
のH

蕭

的

應
i

達

麗

、
盡
續
の
社
會
的
結
合
、
生
產
手
段
の
範
圓
及
び
f

能
力
、
醫

暴

の
技
！

の
關
聯
は述
べ
た
。
l

i

と
|

|

!

|

力
と
を

同一

視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
o

註
四
マ
ル
ク
ス
、
資
本I

第
一
卷(

高
畠
譯〕

ー
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頁
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.
璧

.翁
或
は
協
業
に
於
け
る
勢
働
カ
の
.酣
置
を
如
何
に
し
て
合
理
化
し
得
る
か
、
は
人
的
技
術
の
間
題
と
な
>̂
1

勞

働

手

段

-

遍

對

翁

に

識

ヵ

は

盡

タ

の

要

素

で

あ

名

，

^

と
は
勞
働
力
か
ら
切
り
離
さ
れ
七
は
塞
力

$

現
し
f

.

い
？
そ
れ
等I

に
生

劈

の

能

勤
的
I

素
で
は

^

^

^
こ
れ
に
對
し 

て
勞
働
力
のみ
が

篇

的
な
碧

で

あ
り
、

.S

指
導
的
I

因

で

I

O

從
つ
て
軋
に
生
產
ヵ|

せ
，ら
れ
る
|

が
あ
：る
け
れ
ど 

も
、
そ
れ
は
常
，に
勞
働
I

I

し
.て
謹
を
持
つ
も
の
でな
け
れ
ば
f

か
く
へて
技
術
に
就
い5

へ
ば
、
物
的
技
術
は人 

間
の
勞
働
に
代
置
しノI

裔
の
勞
働
力
をョ
リ
有
効
I

の
た
らし
め
、
人
的
技
術
：は
簾

力
支
出
を
ョ
|

理

的
な
も

P

と
^
 

る
。
か
く
て

」

f

技
術
I

働
I

力
霉
大
にI

I

S

ふ
の
は
、..廳

ヵ
0

支
_

相

對

费
7

ま

た

人

■ 

間
の
勞
働
をし
て
ョ
リ
容
易
な
る
も
，.の
た
ら
し
め
.る
こ
と
を
意
味
すd
る0::

'.

、
.
し
か
し
乍
ら
、
：
#

々
が
技
術
の
本
質
、
徒
つ
：て
ま
た
技
術
の
，意
義
を

.
i

的
に
考
察
し■や
ぅ

I

ず
る
場
合
に
は
、
右

の

.

述
序
を
以 

つ
て
し
て
は
求
だ
不
充
分
で
あ
る
。
技
術
ぼ
、
從
つ

.
て.ま
た
技
術Q

發
：展
は
、：
.最
も
直
接
的
に
は
勞
働
ヵ
支
出
の

相

對

的

減
少
を
可
能 

な

ら

し

め

る

.0
が
そ
れ
は
同
咏
に
勞
働
過
程
に

於

い

そ

、

即
ち
對

•自
然
の入

間
の
'物
質
的生
產

過

程

に

於

い

て

、

消

極

的

に

は
人
間
の 

受i

る
自
然
か
^
の

办

緩

和し
、

■
稹
極
的
に
は
人
間.の
自
然
征
服
力
を
咐
進
’
す
る
。
そ
し
て
：最
後
に
は
人
間
の
自

由

な

る
醫

、
 

個
人
のI

な
I

I

發
f

可
能
にす
る

基
礎

I

實
な

ら

し

め

，
る

。
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こ
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等
の
點
に
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技
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質
と
そ
の
木
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れ
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蠢
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然
征
服
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.
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れ
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梟
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.右
i

l

證

I

察
I

け
れ
ば
t

芝

.

技
r

の
麗
に
學
る
こ
れ
等
..Q

I
的
I

I

、
技
術i

i

關
す
る
馨
學
勺
、

、

m

 

-
'
’ 

•

—

勿
論
今
日「

の
鴦
學
は
技
術
の
本
質
を
か
く
の
如
く
解
し
f

I ,

び

‘

濟
學
ゾ
4

象
、的
研
铲
を
各
々
可
能
に
す
る
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術
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會
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響

の

特

殊

の-̂
谓
係
の
内
に
於
い
てV
技

術

孟
I

び
そ
の
囊
がI

だ
 

現
せ
れ.

ゐ
る
力
.
を
明
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

- ^

ら
ぬ
ノ
即
ち
-
か
く
て
晋
々
に

取
つ
ては
、

一

方
に
於

い

て
は

資
本
、王
義
諸
國 

に
於
け
る
技
術
が
、
資
本
8

的
生
産
關
係
に
依
つ
て
規
定
せ
ら
れ

て
、

：
I

的
S

 

一

般
的
業
術
の
本
質
と
意
義
含
此
處
で
は
素
の
資
本

I

的
意
義
と
如
何
な
る
關
係
に

I

か

、

こ
れ
等
の

問
題
が
興
味
あ
る
も 

の

で

あ

る
;:
i

同
時
に
他
力
に
於
案
は
、
；
ソ
ヴ

X

I

ト
0

技
術
が
、
社
會
主
義
的
鑛
と
し
て
の
發
股
方
向
を
規
定
せ
ら
れ
て
、
如 

何
に
具
體
的
に
發
展
し
つ
,\

あ
る
か
、
そ
し
て.一
般
的
な
技
術
の
本
質
及
び
そ
の
意
輯
か
ら
見
て
、
ソ
グ

r

ト
の
技
術
は
如
何
な
る 

も
の
と
し
て
考
ベ
ら
れ
る
か
、
こ

★

が
吾
.々
に
取
つ
て
ま
た®
要
な
關
心
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

i
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.
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術
に
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す
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別
の
機
會
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披
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し
た
こ
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が
あ
る
が
、
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著
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そ
れ
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り
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の
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の
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現
在
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ソ
ヴ
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丨
ト
の
技
術
现
論
は
凡
そ
次
ぎ
の
如
き
主
內
容
を
含
む

も

の

で

あ

る0

o
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資
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主
綠
的
技
術
に
關
す
る
見
解
。

 
-)

.

一.
'

.

.

.

)

.

.

.

：

：

.

.

.
'
. 

. 

' 
. 

.

(
ニ
； }

社
#

主
義
的
技
術
に
關
す
る
見
解
0

,

:

C
I
S

電
化
問
題
に
關
す
る
見蹲
：

§

人
的
技
術
忙
關
すI

の
、
；即
ち
熟
練
勞
働
者
並
に
技
術

S

部
員
の.
養
成
に
關
す
る
見
解
o

:

勿
論
、
理
論
の
內
容
馨
細
に
指
摘
す
る
參
れ

5

例

.へ

ば

第

一

次

五

ケ

年

計

書

の

贏

に

應

じ

て、

障
5

H

業
方
面
へ
の
.技 

術

の

叢

、
或
は
農
業
の
集
團
化
經
營

.の

.技
術
的
_

i

する

見
解
も
、こ
れ

を

擧

げ

る

こ
と
が

可

能

者
 

點
に
就
い
て.は
以
下
適
當
の
城
會
に
關
說
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
。

唯
だ
右
の
两
資
本
生
餓
的
彼
術
に
關
す
る

見
解
は、
.ソ

ヴ

H
1

ト
茳
ヶ 

年
I

と
は

直
接
i

係
の
な
い
も
の
で
は
I

が、

社
會
主
義
的技
術
と

對
照
し
て
資
本
義
的技術
が
如
何

i

解
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
カ

を

_

る
こ

と

は

：

ま
た
必
ず
し
も
興
味
な
し
と
し
な
ね
か
て
以
下
大
體
右
の
如
き
内
容
に
從
つ
て
、
；
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械
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の
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湯
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璧
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家
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證

に

於

い

て

.偶

然

行
は
れ.た
發
明
に
依
存
し
て
居
た
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の
時
代
に
比
較
す
れ
ば
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技
術
の
發
展
湯
し
て
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遙
か
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な
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能

性
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示
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け
れ
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ら
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で
獨
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資
本
の
下
に
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い
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技
術
的
巡
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の
可
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が
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の
手
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冒
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代
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し
い 

技
讓
か
ら
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の
騷
の
響
を
奪
ひ
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彼
等
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科
學
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霧
的
才
能
を
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し
て
ゐ
る
か
を
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し
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應
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應
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濶
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縮
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、
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資
本
主
義
の
下
に
於
け
る
技
術
の
發
旗
が
常
に
利
潤
の
原
則
に
固
く
結
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け
ら
れ.て
居
妒
、
技
術
的
改
良
が
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き
代
る
も
の
は
人 

間
勞
働
の
量
で
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な
ぐ
て
、
支
掃
勞
働
の

»

で
あ
る
の.
に
對
し
て>

社
會
中
：義
的
坐
產
關
係
の
下
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
人
間
の
勞
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の
も
.ので

あ

る

。

そ
し
て
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れ
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そ
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技
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迆
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翻
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今
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し

て
人
間
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對
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來

た

と
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ろ
の
人
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身
，の
社
會
的
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動
の
諸
法
則
や
、
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又
人
間
を
支
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し

て

ゐ
る
と
こ
ろ
の
自
然
の
諸
法
則
は
、
效
に
至
っ
て
完
全
に
意
識
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に
人
間
の
應
用
し
得
る
も
の
と
な
り
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か
く
て
彼
等
の
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配
に
從
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す
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に
至
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で
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ら
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仲
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た

め
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資

本

、義

に

ょ
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.て
ほ
實
琪
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锝

炫

囊
^

何
汗
占
い
ふ
擔
械
が
パ̂
^
^
^

丰
義
が
意
識
的
又
は
木
能
的̂
阻
止
し
セ
ゐ
た
無̂

^

新

麗

；^

^

^
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改
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刺
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主
f

今
や
技
術I

璧

停

止

し

て

着

、
決

し

露
t

蓮

せ
I

な

擇

社

#
主
養
技
術
發
揮
の
テ
ン
ポ
を
促
下 

せ
ず
し
て
そ
れ
を
增
進
ず
る
o
-
社
會
囊
は
技
術
を
資
本
襄
的
桎
梏
か
ち

s

b

，
■

て
資
本
主
義
的
生
.

關
係
中
に
旣
に
成 

熟
せ
る
技
術
的
變
革
ヵ
I

放
|

。|

§

然

裏

現

在I

 

$

ト
の
產
業
技
楚

牢
S

の
卞
篇
何I

の

翼
I

定
.せ
ぢ
れ
て
ゐ.る
.か
0
.
秦

_

で
技
術̂
 ̂

ソ
ヴ
f

 

.ト 

の
技
術
讓
の
內
に
如
何
に
反
映
す
る
か
。
扭
下
概
略
と
，れ
等
の

f

明
か
にし
た

い

と

.

思
ふ
。

,

:
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S
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o
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^
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旣
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九
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八
年
四
月
六
日
に
、

レ
：
I

ン
は
科
學
|

デ
I

s

し
七
、「

8

的
、
技
術
的
鑛

の

一
:

t

の
腹
案」

と
し
て 

次
^

0
の>
如
き
訓
令
を
與
ベ
て
ゐ
る
。

.「

自
然
の
坐
產
諸
カ
の
探
音
硏
究
翁
に
開
始
し
て
ゐ
る
科
學
ァ
力
デ

:
，1
は
、.
最
高
國
民
經
猶
赢
か
ら
速
刻
指
令
を
受
け
、
產

業
6

苒
組
織
と
吾
國
の
經
濟
的
發
®

のI:

計

奮

出

來.

け
速
かi

成
せ
ん.が
たt

、I
.

連
：の
専
門
寶
會
を
糨
成
す
べ
き
で

■

あ
る
'

.
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'
.
:
'
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^
^
^
^
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1,

と
0

訐
街
中
め
含
ま
芩
べ
：き
事
柄
ば
次
ぎ

_の
諸
點
で
ぁ.今

，
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ヾ
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'

:■
•

原
料
に
接
近
す.
f

い
^

ま
た
原
料
の
加
工
か
ら
半
製
品

Q

加
工
.

I

續
的
な
線
て
.のI

K

、
完
成
品
の
獲
得
ま
で
H

當
つ
七
、
勞
働
の
喪
失
を
最
も
僅
小
な
ら
し
め
.
る
と
い
ふ
視
角
か
ら
、
吾
國
に
工
業
を
合
理
的
に
分
布
す
る
こ

と

。

近
代
的
I

H

業
と
就
中
ト
ラ
ス
ト.の
.見
地
.か
.ら
.
>
:小
數
の
E

大
經
營
に
靡
を
合
理
的
に
結
合
し̂
集
中
す
る
こ
と
？

の

最

も

重

要

な

る

原

料

品

程

と

諸

.ヱ

* ;
|

獨
立
：に
準
備
す
る
可
能
性
：を
最
高
度
ぬ
保
證
ね
る
こ』

。

：

"

特
に
，
エ
業
と
運
輸
0
@

化
並
に
農
業
上
の
歡
カ
利
用
に
注
意
を
拂
,
こ
と
0}
'

，ゝ

：

’ 

.

'

:
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:■

「

電
氣
：
|

ル
ギ
丨
のS

の
た
め
£

、.
安
債
奪
燃
料(

泥
%

劣
等
篆
を
利
用
し
、.
且
つ
^

を
最
小
に
す
る
こ
と
？

：

'

水
力
と
風
力
機
と
を'1

般
に
、
ま
た
農
業
走
そ
れ
を
利
用
すi
i

o
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;
i

r

y

/

i
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は
旣
に
そ
の
後
Q

_

電
化
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委
員
會
S

'

H

S
 

し
た
現
往Q

五
ケ
年
計
®

Q

中
心
課
題
が
明
瞭
に
認
め
.ち
れ
•て
：ゐ
る
，
i

を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
勿
論
、
其

處

I

ケ
年
計 

書

に

比

較

し

て

、
.
農

業

問

題

が

重

麗

せ

ら

れ

：

.て
ゐ
な
い
.

f

で

あ

る

が

”
證，.

「

勞
働
階
級
違
民
と
の
結
合
を
强
化
す
る
こ
^
 

「

農

民

の

間

.に

大

衆

の

協

同

を

發

膝

せ

し

め

、

彼

等

の

.收
獲
を
增
太
.し
：、.：個
人
的
農
民
經
憲
漸
次
I

的
經
營
に
合
同
す
る
こ
と

」

、 

及
び「

國
營
農
場
を
發
達
せ
し
め
t

.
と」

の

着

は
.、
.完
全
I

社
會
主
_

社
會
の
.建
_

の

た

绘

、
レ
i

シ
f

だ
.重
要
じ
た
る 

夕
ヴ
H

i

3£
ヶ
年
計
f

そ
の
技
術
險 

ン
、
一

ヘ

ム

、
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そ
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三
：六
ニ〕

と

I

で

.
I

I

I

'

旣

に

，
レ

：
i

.

一
一 

含

I

の

如

高

麗

暴

S

.

V

、

M

猶

議

S

ダ

.
r

身

し

て

先

.
i

.

立

S

業

國

た
ら
し
t

i

を
中
1

題
4
し

準

爸

し
1

H

業
心
.

_

|

發
族
’

捷

^
^
^

は

ソ

ヴ
.

f

ト
の
經
：濟
坐
活
を̂

^

術
的
波
雜
の
.上
；；^

革
尤
る
と
と
.ば
不
：|
^

|

で̂
ぁ
る̂

./
>
'醫

:8
か
：く
で
爾
.t

次

^

ゾ
牢
卜
霜
こ 

於
い
て
は
至

：業
.

特
に
|

機
械
製
造̂

|

|の
發
展
が
著
し
く
遂
行.せ
&

'
れ
た
：
の
ー
は
當
然
で
：ぁ
る

.0
が

し

か

し

そ

れ

と

共

に

-
"
農

業

を 

も
新
しs

技
術
的
霧
の.
産

、
，現
代
の
大_

^

s

i

^

g悪

響

上

に
V

移
す
.

I

が
必
要
と
せ
も
れ
た
O

.

I

S

.

.
そ
し
：て
そ
L
 

は
國
經
農
場、
’特
に
念
速
な
る
集
團
農
場
の發M

に
依
つ
て
、
且
つ
そ
の
技
術
的
邀
礎と
し
て
は
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
ィ
ン
、
出
、
の

他
の
最
契«•
書

機

霞
'
自

國

內

眈

於

げ
.

旅
^

、

技
痛§
發
脸
'
の
唞
必
で|:
聂

|

(

勝
^

ド
ラ
"ク
'タ 

丨
配
給
所
：

T

の.
蠢
の
遽
設
に
侬
つ.て
、*

現
せ̂
:

れ
つ
V

我
在
0

_

ぎ

范

桑
|1
*

霱
の
下
に
於
ぃ
て
特
微
的
な
る
も
の
は
、
夙
に 

レ
1

『

ン
§

指
摘
し
た
る
所
に
從
つ
て
、
工
業
の
、

.

1

般
的
に
は
唐
力
の
全
國
的
合
理
的
分
奪
ぁ
る
。
こ
の
た
め
に
工
業
の
中
心 

地
は
證
從
來
か
中
央
並
翁
南
亂

§

諸
地
方
か
悬
方
塊
方ベ'、

並
に
シ
賞
ャ.
へ
菅
ル
つV;
-1

ぁ
.
る
o
'
そ
し
て
最
後
に
-工
業 

と
農
業

象

、.■ま

蒸

業
I

.

最

新

蓊
•
の.興_

の
隹
感
設
す.
る
と
い.
ふ
こ
と
は
、
ソ
ヴ

，
， -

ト
に
於
い
て
は
、
直
換
に
ま
た
間
接 

に■
Q
.

化
問
題
と
關
係
艺.ぬ
ら
れ
て
ゐ
，

そ
し
て

着
_

m

.化
S

術
■

礎
の
上
に
、
有
ゅ
る
產
業
部
門
を
通
じ
て
技 

r

时
め
％
經
濟
的
に:̂
、
最
進
資
本
生
義
國
を
追
越
さ
ぅ
，と
，企
圓
，せ
ら
れ

.
て
；ゐ
る
；。

註
£
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右
の
螌
五
ヶ¥

託
悉
枝
術
上0:
課
題
は
、
ソ
グ

k 

}

の
從
來.
の
縢
最
亂
_

£

に
於
げ
產
會
主
箨
靆
齔
の
た
め
の 

,
!
i
n
_

と
し
て.條
件
つ
け
ら
れ
て.ゐ
る
。
：即
ち
、
第
 

一
'1
C

五
ヶ
年
計
窬
の
象
行
そ
ル
自
體
は

I®

級
圃
爭
の
過
程
で
あ
ス
。
第
一
一
に
、
沄
ふ 

ま
で
名
念
く
、
：そ
れ
は
社
會
議
的
蚍
實
必
耍
な

.る
33
:
:
次
な
：る
生
產
カ
に
依
.つ
て
條
件
づ.け
ら
れ
そ
ゐ
る0
.

五
ヶ
¥

罰
.齋
に
依
る
：階
級_
幾
過
程.は
、'
へ一

:方
，資
本
ま
義
諸
國
か
ら
<6
.
干
娥
；を
ま
ぬ'

^

と
で
あ
り
、JE
に
ス
タ
，
-

リ
ン
に：
^
 

へ
ぼ
、

「

.世
運
鐘
れ
、
一
時
：に
ば
中
世
紀
時
代
の

^

^

で
患
た
誠
國
を
、
現
^

的
新
技
術
ぬ
軌
道
に
轉
換
せ
芑
む
る
に
あ

f

の
で
、 

塗
目
す
軋
ば
資̂

^

諸
國
，の.我

條

摄
.#

す
！

务
の
；農#

阈
：；ッ
：聯

を

»

じ

そ-
;

^

(

工

業
’
璧
國
と
な
す
レ
に
あ
りM

方
國
内
的
摩
飞
亦
、

「

吏
^

ソ_

を
1

-
|
^
と

宰
'|
?
:當
.

0
^
徹
底
的
に
資
本
主
義
分
子.を
掃
蕩
. 

し

て
/t
r
l

會
主
_

的
經
濟
組
織
の
：戰
線
を
搬
大.し
、-
々
聯
内
ぬ
階*

を
千
掃
し
セ
、« :
: #

虫
義
社
會
5 :
:

建
設
す
る
爲
め
、經
濟
的
甚
礎
を 

砒
立
す
るI

る
ぐ
ス
タ
i

リ
シ
'
は
傲
ほ
列
躜
ぎ
憲
ゐ
如
ぐ
述^

で
ゐ
令̂

る)

の
み̂

ら
ず
、
社
會
虫
_
を
邀
礎
と
す

る

遝
，
業
並
にf t
,

業
の
；馨

製

ど

改

衝_

應
す
る
.エ* '

を
、
我

國

内

篇

立

レ

、
細
分
さ 

れ
た
小
農
業::
?
:

、
大
規
模
め
集
圓
農
氣
の
m

道
に
後
：

j

、̂

村
;̂

於
け
る
龉_

餘
總
を
保
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し
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聯

吋

藝
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_

復 

舊

の

管

、
淸
箅
す
る
に
，あ
る

P
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凡
ゆ
る
計
攝
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國
の
武
力if

-
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を
排
擊
し
得
る
國
防
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を
、

.

最
大
限
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y

擴
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す'
I

め
之 

に
必
耍
な'
マ
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の
棱
術
的
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經
濟
的
前
提
を
國
內
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實
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に
.
あ
.

る̂
^

註
一11 M

裏
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タ
丨
W
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は
次
ぎ
の
如
ぐ
w

び
力
説
じ
で
か
る
0
へ
即
が
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ソ
ヴ
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政
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、
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邋
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業

を

隱

に

、
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績
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衡
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る
こ
と
を
許
さ
ず
、
ソ
.
ヴ
ェ
ー
ト
政
權
の
信
賴
す
ベ
き
眞
の
襄
礎
ど
な

.
る
轸
の
は> 
將
良
に
贬
て
贫
本
主
義
諸
國
の
エ
槳
を
、
凌
鴆
す
る
規
代 

■

.的
大.て
樂
で
本
今.
'-
'
'
-
'
/

^

>

丨
ゃ
政
權
ば'、-
資
本
主
義̂
 

資
本
主
義
分
子
を
產
む
個
人
的
小
農
業
の
背 

V
.:,

へ
顧
汁̂
.【

分
遭
根
據
に
、.存
織
す
る
セ̂
を
激
:$
^

^

外
農
漆
实
集
麗
摩
に
洽
■

,§

れ
ざ
る
限
り
、
.
ソ
聯
に
於
げ
る
棄
生
義
极
活 

へ

：

の
危
險
は
、
！
^

現
實
的
め
も
め
で
ぁ
名
。
し
ょ
。

9

ヴ
ェ
4

,

.

W

ほ
ブ
パ
リ
ン
は
、
ジ
ヴ
ェ
:'
)

ト
の
社
會
咗
義
的
技
術
吖
發
展
を
了
解
せ
ん
が
た
め
に
は
、
ぞ
の
あ
發
展
の
自
然
の
出
發
點
と
臌
史
的
諸
關 

係
の|

腿
と
を.考
隞
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
し
：

P
、

次
ぎ
の
諸
戰
を
擧
げ
.て
み
る
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即
ち
、0;
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術
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純
濟
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發
展
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現
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^

C
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徵
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S
.
M3
.0
し
か
し
彼
は
此
處
で
自
然
の
要
素
女
多
少
.重
視
し
過
ぎ
て

ゐ
る
や
ぅ
で.あ
る
,0

:

細
分
さ
れ
'
:て
ゐ
名
小
農
經
營
を
大
規
模
農
業
に
結
合
する
と.
い
ふ
こ
.
.と
.
は
、.旣
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滅
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塌
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狀
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參
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題
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問
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參
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^
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